
災害発生時に、各医療機関において従来考えられてきた『多数傷病者受入』または『病院避難』という考えに

基づく医療戦略だけではなく、病院の被災状況を評価した上で、『ダメージコントロール（病院が受けた被害を

様々な方策でカバーしつつ、病院機能を保つ活動）』をしながら対応を変化させる。という考え方も生まれて

きています。熊本地震の際にもライフライン支援により、ある程度の診療継続が可能なケース（＝籠城）もあった

ことから、病院避難の回避や延期に繋がると考えられます。

本研修会では、自施設において被災状況を検討した上で、地域の中での自施設の役割や被災地全体での

自地域の役割を認識し、どのように体制（籠城支援による資源の効率的・効果的な活用）を整え、籠城支援に

おける対応を学ぶ研修会です。

※病院籠城支援シミュレーション：DHCoS（Damaged Hospital Continuation Support:ディーコス）

第１回災害医療研修会
‐籠城支援を考える‐

DHCoS

２０名（先着順）

参加費
無料

熊本大学病院災害医療教育研究センター

TEL 096-373-7214

FAX 096-373-7220

担当：池田・川野

主催：熊本大学病院災害医療教育研究センター

後援：熊本県、厚生労働省DMAT事務局（申請中）

WEB申込

QRコード又はURLより申込みください。

https://forms.gle/WtQTHGkNoKdKEBiw9

令和３年１０月２日（土） １３：００～１７：００（予定）日 時

場 所

お申し込み方法お問い合せ

募集人員

奥窪記念ホール （熊本大学病院内）

〒860-8556 熊本市中央区本荘1-1-1

申込締め切り日

令和3年９月２４日（金）



第１回災害医療研修会
-籠城支援を考える-

DHCoS
FAX申込書

日 時：令和３年１０月２日（土） １３：００～ 定 員：２０名

参加費：無 料

対 象：災害医療に興味・関心のある全ての医療職、行政職など

<参加申し込み>

氏 名：

ふりがな：

所属事業所・団体名：

職 種：

TEL：

メールアドレス：

当センター人材養成プログラムの受講生ですか？

□ はい

□ いいえ

締切日：９月２４日（金）まで
FAX:096-373-7220

※先着順
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